
の
学
校
の
中
に
は
飛
行
機
や

二
月
を
利
用
す
る
こ
と
に

新
幹
線
を
利
用
す
る
と
こ
ろ

よ
っ
て
、
更
に
経
費
を
節
約

が
あ
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
、

で
き
ま
す
。

大
規
模
校
に
お
き
ま
し
て
は

更
に
、
広
島
県
の
安
田
女

生
徒
管
理
が
大
変
だ
か
ら
と

子
大
学
の
協
力
を
得
て
、
広

九
月
七
日(

日)

に
、
Ｐ
Ｔ

思
わ
れ
ま
す
。

島
市
内
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

Ａ
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を

部
活
動
前
の
学
習
会
と
家

し
て
、
そ
の
裏
事
情
を
御
紹

次
に
経
費
で
す
が
、
旅
行

経
費
は
無
料
で
す
。

実
施
し
ま
す
。
昨
年
同
様
、

庭
で
の
計
画
的
な
学
習
で
、

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
費
用
を
参
加
者
で
均
等
分

そ
う
や
っ
て
、
結
局
の
と

今
年
も
御
協
力
よ
ろ
し
く
お

長
い
夏
休
み
も
残
り
僅
か

順
調
に
課
題
を
進
め
て
い
る

一
般
的
に
、
中
学
校
の
修

担
す
る
形
で
算
出
さ
れ
ま
す

こ
ろ
、
こ
の
規
模
の
学
校
で

願
い
い
た
し
ま
す
。

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
徒
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、

学
旅
行
は
、
二
泊
三
日
で
計

が
、
大
規
模
校
で
四
万
円
台
、

一
人
あ
た
り
の
経
費
を
五
万

お
子
様
の
夏
休
み
の
課
題
は

ど
う
し
て
も
課
題
が
順
調
に

画
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
で
は
、

中
規
模
校
、
小
規
模
校
に
な

円
台
に
ま
で
す
る
こ
と
が
で

計
画
的
に
進
ん
で
い
る
で

進
め
ら
れ
な
い
生
徒
に
つ
き

大
半
の
中
学
校
が
そ
の
中
に

る
に
つ
れ
、
そ
の
負
担
額
は

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え

し
ょ
う
か
。

ま
し
て
は
、
是
非
、
学
校
で

平
和
学
習
を
組
み
込
み
ま
す
。

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に
、
担
当
職
員
の
努
力
の
賜

昨
年
の
八
月
号
で
は
、
こ

の
学
習
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

ち
な
み
に
、
平
成
の
初
め

で
す
。

の
紙
面
で
成
功
体
験
の
大
切

職
員
に
と
り
ま
し
て
の
長

沖
縄
戦
が
あ
っ
た
沖
縄
県
、

の
こ
ろ
、
鹿
児
島
市
立
清
水

バ
ス
ガ
イ
ド
不
在
を
補
う

さ
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い

期
休
業
は
、
学
期
中
に
で
き

被
爆
地
の
長
崎
県
と
広
島
県

中(

対
象
学
年
六
学
級
・
生
徒

た
め
、
七
月
末
に
職
員
二
名

た
だ
き
ま
し
た
。

な
い
研
修
や
、
学
期
中
に
取

を
組
み
入
れ
た
も
の
が
ポ
ピ

数
約
二
百
八
十
人)

で
二
万
七

が
下
見
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

今
夏
は
、
子
ど
も
た
ち
が

れ
な
い
年
休
取
得
を
計
画
的

ュ
ラ
ー
で
す
。

・
八
千
円
、
平
成
八
年
の
鹿

し
た
。
修
学
旅
行
の
下
見
の

夏
休
み
を
計
画
的
に
過
ご

に
進
め
る
期
間
で
す
。
し
か

割
合
と
し
ま
し
て
は
、
長

児
島
市
立
黒
神
中(

対
象
学
年

た
め
の
予
算
も
そ
う
そ
う
あ

し
、
期
日
ま
で
に
き
ち
ん
と

し
、
必
ず
何
人
か
の
職
員
が

崎
県
・
熊
本
県
・
福
岡
県
を

生
徒
数
八
名)

で
約
五
万
六
・

り
ま
せ
ん
の
で
、「
今
年
に
限

課
題
を
提
出
し
、
生
徒
全
員

勤
務
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

回
る
コ
ー
ス
が
最
も
多
い
と

七
千
円
で
し
た
。

る
」
を
条
件
に
、
コ
ー
ス
固

が
成
功
体
験
を
味
わ
う
こ
と

生
徒
の
質
問
や
相
談
に
は
対

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
次
い

さ
て
、
本
校
の
修
学
旅
行

定
化
を
念
頭
に
入
れ
た
研
修

が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
夏
季

応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

で
、
広
島
県
・
山
口
県
を
回

で
す
が
、
対
象
生
徒
数
五
名

視
察
で
し
た
。

休
業
中
に
五
回
の
課
題
チ
ェ

残
り
少
な
い
夏
休
み
で
す
。

る
コ
ー
ス
、
そ
し
て
、
沖
縄

・
引
率
職
員
四
名
で
実
施
す

以
上
の
よ
う
な
苦
心
の
も

ッ
ク
日
を
設
け
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
早
く
、
お
子
様

県
の
本
島
を
回
る
コ
ー
ス
と

る
予
定
で
す
。

と
、
十
二
月
の
修
学
旅
行
を

そ
れ
で
も
、
と
か
く
夏
休

の
課
題
の
進
み
具
合
を
確
認

い
っ
た
順
番
で
し
ょ
う
か
。

コ
ー
ス
は
山
口
県
・
広
島

実
施
し
ま
す
。

み
と
い
う
も
の
は
、
生
活
が

さ
れ
、
対
応
を
図
っ
て
い
た

大
島
地
区
の
学
校
の
中
で

県
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
人
数

二
年
生
の
皆
さ
ん
、
楽
し

不
規
則
に
な
り
が
ち
で
す
。

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

沖
縄
県
コ
ー
ス
の
修
学
旅
行

で
バ
ス
を
借
り
切
っ
た
り
バ

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

勉
強
は
学
校
、
躾(

し
つ

す
。
行
事
が
盛
り
沢
山
の
二

を
計
画
し
て
い
る
学
校
が
あ

ス
ガ
イ
ド
を
付
け
た
り
し
ま

け)

は
家
庭
、
と
い
う
役
割

学
期
の
足
音
が
、
す
ぐ
そ
こ

り
ま
し
た
が
、
大
島
本
島
で

す
と
か
な
り
の
額
に
な
り
ま

分
担
が
原
則
と
考
え
ま
す

ま
で
来
て
い
ま
す
。

は
一
部
の
学
校
で
し
た
。
た

す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
バ

が
、
こ
の
長
期
休
業
中
に
お

だ
、
本
県
最
南
端
の
与
論
島

ス
ガ
イ
ド
を
付
け
ま
せ
ん
。

き
ま
し
て
は
、
保
護
者
の
皆

の
人
々
に
と
り
ま
し
て
は
、

全
て
引
率
職
員
が
準
備
を
し

八
月
十
八
日
か
ら
、
事
務

様
方
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
温

頻
繁
に
沖
縄
本
島
に
渡
っ
て

て
バ
ス
ガ
イ
ド
不
在
を
補
い

の
諏
訪
明
子
先
生
が
産
休
に

か
い
励
ま
し
を
、
特
に
お
願

二
学
期
の
行
事
の
中
に
、

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、

ま
す
。
こ
れ
で
、
一
人
あ
た

入
ら
れ
、
そ
の
代
替
と
し
て
、

い
し
ま
す
。

二
年
生
に
と
り
ま
し
て
生
涯

大
島
地
区
南
部
の
中
学
校
に

り
の
負
担
を
約
一
万
円
節
約

八
月
十
五
日
か
ら
、
北
か
お

先
月
号
で
も
述
べ
ま
し
た

の
想
い
出
と
な
る
修
学
旅
行

と
り
ま
し
て
は
、
沖
縄
県
は

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
に
、
全
員
部
活
動
を
原

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
十

身
近
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

次
に
、
往
復
に
新
幹
線
を

諏
訪
先
生
同
様
、
ど
う
ぞ

則
と
す
る
本
校
で
は
、
部
活

二
月
に
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

ま
た
、
交
通
手
段
は
、
終

利
用
し
、
途
中
の
移
動
を
公

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

動
の
前
に
学
習
会
を
開
設
し

極
小
規
模
校
で
あ
る
本
校
の

始
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る
と

共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
ま

す
。

て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
の
準
備
に
つ
き
ま

こ
ろ
が
殆
ど
で
、
中
小
規
模

す
が
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
十

自
主

向
学

敬
愛
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保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

今
年
も
や
っ
て
き
た

高
江
の
夏
祭
り

八
月
十
五
日(

金)

、
内
山

富
雄
会
長
の
号
令
の
下
、
早

朝
五
時
半
集
合
。
蒼
々
た
る

高
江
一
日
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
で
、
夏
祭
り
の
準
備
。

自
分
は
、
勤
務
の
た
め
八

時
前
に
離
脱
。
離
脱
後
も
他

の
メ
ン
バ
ー
が
懸
命
に
準
備

を
進
め
て
い
る
様
子
が
、
こ

の
校
長
室
か
ら
も
聞
こ
え
て

い
る
。(

実
は
、
自
分
は
こ
の

原
稿
を
目
下
作
成
中
。)

昨
日
ま
で
は
悪
天
候
の
た

め
に
体
育
館
開
催
を
考
慮
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、
今
朝
は
一

転
、
根
性
で
晴
天
に
し
て
み

せ
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
メ

ン
バ
ー
の
気
概
。

こ
の
分
な
ら
、
今
年
も
想

い
出
に
残
る
夏
祭
り
が
で
き

そ
う
で
あ
る
。

自
分
も
、
こ
れ
か
ら
準
備

に
加
わ
ろ
う
と
思
う
。

修
学
旅
行
の
裏
事
情

事
務
の
先
生
が
替
わ

り
ま
し
た
。

九
月
七
日(

日)

は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
日
で
す
。

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



７月１８日（金），講師に(株)柳山ウィンドファー ８月２日（土）～６日（水）の間，２年生の勝
ム代表取締役の永田善三さんをお招きし，多くの地 山正昂君が薩摩川内市の代表の一人として参加し
域の方々の出席をいただき行いました。今年度柳山 ました。他校や中国の中学生と卓球をして楽しく
の風力発電所の竣工を迎える永田さんの「故郷にあ 交流を深めたようです。彼にとっては初めて訪れ
る風力発電所」と題した講話は，私たち聞き手の心 た外国であり，貴重な体験をたくさんしたことで
を打つ内容で，生徒に しょう。今後は，彼が中国で見たり，体験したり
多くの勇気とやる気を してきたことを他の生徒にも伝えてもらい，学び
与えてくださいました。 合う機会をつくりたいと思っています。
生徒は，これまでの自
分を振り返り，ふるさ
とのことや自分の進路
について学ぶすばらし
い機会になりました。

【生徒の感想より】

７月２３日（水）・２４日（木），松元町平野岡体
育館で行われました。団体戦は，初戦に紫原中（鹿
児島市大会の優勝校）と対戦し，あと一歩というと
ころまで追い詰めましたが惜しくも敗退。一方，３
年生の清田大輝君は２回戦から個人戦に出場し，見
事初戦北指宿中を突破したものの，３回戦で志布志
中に敗退でした。３年生にとっては，最後の夏が終
わりました。締めくくりの大会でしたが，選手それ
ぞれに思い出に残る大会になったことでしょう。

事務職員の諏訪明子先生が，
１８日から出産に備え産前休
暇に入りました。後任の北先
生は次号で紹介いたします。

９月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等
1 月 始業式，実力テスト～2日（全学年），薩摩川内いじめのない学校づくりの日
3 水 3kmロードレース
4 木 生徒会役員立合演説会
5 金 合同計画訪問(北薩教事所・市教委)
7 日 PTA資源リサイクル活動(10:00～)
17 水 小中合同運動会予行
19 金 合同運動会会場準備,SL来校
21 日 平成26年度小中合同運動会
25 木 SC来校,藺牟田池試走

第１回薩摩川内元気塾開催

卓球部が中体連県大会出場
力を出し切り頑張りました！

日中友好スポーツ等交流派遣

ＰＴＡ資源リサイクル活動

9月7日（日）10:00～ ＜雨天時は14日＞
場 所：高江中学校校庭
回収品：段ボール，雑誌，新聞紙，ペットボトル，

アルミ・スチール缶，ビール瓶，一升瓶，

ペットボトル，金属類 詳細は別紙を！

【 感想 】
中国では，いろいろなことを学んだり，見たり

してきました。まず，僕が驚いたのは飛行機です。
離陸するときはめちゃくちゃ重力がかかって耳が
痛かったです。でも，空の上の景色は最高でした。
中国といえば，大気汚染や食べ物に関すること

をよくニュースで聞いていて怖いイメージもあり
ましたが，意外に中国は安全で，料理もおいしか
ったです。卓球の交流では，中国で世界大会に出
場した人もおり，すごく強かったです。この４泊
５日でいろいろなことを知ることができて良かっ
たです。

２年 勝山正昂

諏訪先生 産休に！

自分も大人になって，
高江に恩返しになるよう
なことをしたいと思いま
した。

風車を建てるまでにた
くさんの苦労があったこ
とに驚きました。柳山を
誇りに思います。

風車の詳しい話を聴く
ことができて，風車の見
方が変わりました。すご
いと思いました。

僕も大人になったら，
故郷である高江を今より
ももっと良くするために
町作りをしていきたい。

【清田キャプテンから一言】
団体戦・個人戦で県大会に出場することができ

た。緊張したけれど，あきらめずに試合をするこ
とができた。また，後輩たちには来年も県大会に
いけるように練習をがんばってほしい。期待して
います。
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